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第1号様式 (第11条、第13条、第14条関係)

事 業  者  排 出 量 削 減 計 画 書

理事長 度 岡市北区上賀茂本出

特定事業者の

主たる業種
吾

該当する事業
者要作
″昼腎得十欝闘 子

則第10条第1,該当事業者(大規模エネルギー使用事業者(原洒に換
r賓稽果安需鞠望ジ彩う興舞資錦智観世多緩鋼

事業者(大規模運送事業者(トラック
ri雪聖響投審渥据僕緊繕嚢饗を得早科寓|九ヽ倉霞う

号該当事業者(その他の温室効果ガスの大規模排出
計 画 期 間 平成 18 年 月 平成  20 年 3 月

基 本 方 針 計画的に隠明器具を高効率の器具に改修し、エネルギー消費効率の改善を図ることをめざす。

推 進 体 制 管財部長を トップ として省エネルギーを推進する体制を集 く。

年度ごとの具

体的な取組及
び措置

ユ 十

18-19 本学敷地内建築物 照明器具を高効率の第具に委更し、01%の エネルギー消費率の削減を図る。

温室効果ガス
の排出量等 排出区分

基準年度 (実績 )

(17)年 度
(二醐 ヒ炭素張算 (1))

日棟年度 (計画)

(19)年 度
〈二朝ヒ炭素換算 (1))

自J滅挙

(計画 )

(%)

A事 業所等排出区分 7,262 t 7,255 t - 0 1 %

B輸 送車両排出区分 t t %

Cそ の他排出区分 t t %

】               7,262 t ■2             7,255 t - 0 1 %

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
目標年度 (計画)

く二醐 ヒ涙 栗換寡 くt

森林の保全及び整備 (整備面積) ha (吸収工) t

府内産の木材の利用 〈利用量) m。 (削減■) t

自然エネルギーを利用した電
力又は熱の供給

〈充電理) kwh (削減畳) t

(熱供給畳) C」 (肖U湧■) t

グリーン電力の購入 (購入重) kTh (削減室) t

削減量等合計 t

差引排出量

〈排出合計―削減等合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 (計画)
■1           ク 2払フ t ●ら―●0       ク ,すす t ―ク /%

符 記 事 項 lL塚への実イヒ涌掃活動 (カン拾い ・ビラ剥が し等)へ の参加。

連 絡 先 担 当 部 署

担 当 者 氏 名

住 所

電 話 番 号

フ ァ ク シ ミ リ番 号

と 1

2

3

蔵当する□には、レFpを配八してください。特定事業者以外で自主彦力Dされる事業者の方は、レ印の記入は不要です。
「基準年度」とはPr面競円の前年度を、 「日標年度」とは計画期間の最終年度をいいます。
「事業所等排出区分」とlt、京都府内の事業所尊の事業活動のためのエネルギーの使用に伴い発生する温宣効果ガスを、 「輸送車両排出区分」
とは、自動車選送事業者については使用の本拠の位置を京都府内とする車両の排出する温宣効果タスを、鉄道事業者については保有する資物車とは、自動車選送事業者については使用の本拠の位置を京都府内とする車両の排出する温宣効果タスを、鉄道事業者については保有する資物車
両又は旅客車両の排出する温宣効果ガスを、 「その他排出区分Jと は、上記以外の京都府内における事業所等の事業活動に伴い発生する温室効

4号 搭&曇 壌! こ`言そ平成2年度 (1990年 度)を 基準とした排出畳の対比やエネルギー原革位CO"F出 畳、有エネ製品開発など他者の温室
効果メス排出削競への責は、グ,―ン闘産の採用、特定フコンなどの条例指定外の温室効果″スの情J競などを記入してください。


